
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前期課程の学習は、将来児童が社会人として自立するための基礎となる大切

なものです。 

 学校で児童の学力向上に取り組んで参りますが、同時にご家庭でもしっかりと

した学習習慣を身に付けられるよう、連携とご指導を頂くことにより、学習内容が

より確かに習得され、活用力が伸びるものと考えています。 

 この度、本校児童の学力や学習の実態を踏まえ、全教職員で話し合い、「家庭

学習の手引き」を作成致しました。 

 ぜひお子様と一緒にご覧頂き、家庭学習の手助けとしてご活用頂きますようお

願い申し上げます。 

                  
                                          202５年 ４月 
                                      湧別町立ゆうべつ学園  
                                             校長  若松 征一 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～はじめに～ 
 家での勉強（家庭学習）は、とても大切です。そ
れは、学校で勉強したことをしっかりと身につける
ために、何回もくりかえし練習することが必要だか
らです。時間をきちんと決めて、毎日、じっくりと
家でのべんきょう（家庭学習）に取り組みましょ
う。 

■ 学習のきまり 
 ○ 決まった時こくになったら机に向かいましょう。 
○ つくえの上には学習用具だけ置きましょう。 
○ 字はていねいに正しく書きましょう。 
○ 「ながら勉強」をしないようにしましょう。 
○ 今、学習しているところの漢字と計算は、少しず 
     つでも毎日復習するようにしましょう。 
○ わかっていることばかりするのではなく、苦手な 
     ところにもどんどんちょうせんするようにしましょう。 
○ ドリルや問題集は、必ず答え合わせをして、まち 
     がえたところをやり直し、くりかえし練習しましょう。 
○ わからなかったところは、おうちの人や先生に聞 
     くなどして、かならず確かめましょう。 
○ おわったら、おうちの人に見てもらうようにしまし 
    ょう。 
■ 学習の時間 
○ 曜日ごとに学習を始める時こくをきめましょう。 
     ※できるだけ夕食前にするようにしましょう。 
     ※見たいテレビや習い事のことも考えて決め 
       ましょう。 
○ １・２年生は、宿題が中心となり、学年が上がるに 
    つれて、自主学習（自学）にちょうせんしていきま 
     しょう。 
○ １日どのくらい学習するか、次のページの表を参 
    考にして決めましょう。 

 



  
 
 
 
 
 
 

学年 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 

目 標 
時 間 
20 分 
以上 
30 分 
以上 
40 分 
以上 
50 分 
以上 
60 分 
以上 
70 分 
以上 

 
  
 
 
 
 
 

 
○保護者のみなさんへ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
☆まず、「学年×１０分＋１０分」 

から始めましょう！！ 
※『＋１０分』は、家で読書をする時の目安です。 

わたしの学習時間は 

            分以上 

   時   分から始めます 

エビングハウスの研究成果「忘却曲線」という図から、驚くべきこ

とが分かります。それは、授業で 100％学んだことも、２０分経過す

ると約４０％忘れてしまうということです。さらに 1 日経つと約 75％を

忘れてしまうことが明らかとなっています。つまり、家庭学習を行わ

ないと、学力がどんどん低下していくということです。 

しかし、家庭学習で復習を何度も繰り返すと、この忘却曲線が図

２のように変化します。例え忘れてしまったとしても、100％に戻りや

すくなっていきます。学力定着のために、学校でも宿題直しを行っ

たり、学んだ力を生かす場を設定したりしていきます。保護者の皆

様にもお家で子供たちの様子を見て、家庭学習をするよう声をか

けて取り組むようにしていただけたら嬉しいです。 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

①まい日、しゅくだいを ふくめて ３０分より多く べんきょうし

ましょう。 

②じかんを きめて しゅうちゅうして べんきょうする。 

③テレビを見ながら べんきょうは しない。 

④だれが見ても わかるように ていねいな字で 正しく書く。 

⑤学習がおわったら、次の日の時間わりを調べ、もち物のじゅ

んびをする。 

学習時間のめやす 

３０分以上 
家庭学習のつぼ！  

〈学習の流れ〉 

【国語】 

○きょうかしょを読む 

 ・今学習しているところを読む。 

 ・これから学習するところを読む。 

 ・わからないかん字にふりがなをつける。 

○かん字の練習をする 

 ・ノートにおくりがなをつけてれんしゅうする。 

 ・いろいろなじゅくごにしてれんしゅうする。 

 ・ならったかん字を使って文を作る。 

 ・テストなどでまちがえたかん字をれんしゅうする。 

 ・部首や画数をしらべてみる。 

○いみしらべをする 

 ・きょうかしょを読んでわからないことばのいみをきいて、ノート

に書く。 

 ・そのことばを使って、文を作ってみる。 

○ししゃをする 

 ・きょうかしょの文をノートに書きうつす。 

 ・「、」や「。」やだんらく・かぎかっこに気をつけて書きます。 

○日記を書く   

・日づけ（○月△日）を書きます。 

 ・できごとや気もちを書きます。 

 ・ならったかん字を使いましょう。 

○読書をする  ・いろいろな本を読みます。 

 

【さんすう】 

○きょうかしょのもんだいをする 

 ・学校でべんきょうしたところをもう一どノートにやってみます。 

 ・まちがえた ときは、もう一ど します。 

○計算をする   

・ドリルやプリントをつかって計算れんしゅうをします。 

○もんだいをつくる 

 ・自分でもんだいを作って、といてみます。 

家族のあたたかい助言や

励ましの言葉でやる気が

アップします！！ 

しゅくだいをしよう 
～わからないところは、おうちのひとやせんせいにおし

えてもらいましょう～ 

 じしゅがくしゅうにちょうせんしよう    
～はやくおわったひとは、みぎのようながくしゅうをして

みましょう～ 

じゅぎょうをしっかりうけよう 
  ～まいにち、じぶんのかんがえをつたえたり、ともだちの 

かんがえをしっかりきいたりしよう～ 

 

まちがえたもんだいにさいちょうせんしよう 
～まえの日にまちがえたもんだいや、しゅくだいでまちが

えたもんだいを、もう一どかんがえてみよう～ 

 
 

 


